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一
般
会
計
五
百
六
十
八
億
三
千
万
円
を
中

心
と
し
た
平
成
二
十
三
年
度
の
各
会
計
予
算

案
は
、
三
月
一
日
の
本
会
議
で
、
同
日
設
置

さ
れ
た
十
二
名
の
委
員
か
ら
な
る
予
算
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
十
四
日
に
正
副
委
員
長
が

互
選
さ
れ
た
後
、
十
五
日
か
ら
五
日
間
に
わ

た
っ
て
各
予
算
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
井
口
良
美
予

算
特
別
委
員
長
か
ら
委
員
会
に
お
け
る
審
査

概
要
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
報

告
に
対
す
る
質
疑
・
討
論
が
行
わ
れ
、
個
別

採
決
の
結
果
、
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
・
介
護
保

険
事
業
会
計
の
四
特
別
会
計
、
お
よ
び
水
道

事
業
会
計
（
企
業
会
計
）
の
各
予
算
は
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確
定

し
、
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
（
二
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三
面
に
代

表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別
委
員
会
審

査
概
要
お
よ
び
討
論
を
掲
載
）。

　

な
お
、
各
予
算
案
の
採
決
に
続
き
、
平
成

二
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
に
関
す
る
付
帯

決
議
が
提
出
さ
れ
、
一
名
の
反
対
討
論
が
行

わ
れ
た
後
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
（
付
帯
決
議
の
内
容
は
五
面

に
掲
載
）。

震
災
対
応
の
た
め
の

補
正
予
算
を
可
決

　

三
月
二
十
八
日
の
本
会
議
で
「
平
成
二
十

二
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

五
回
）」
と
「
平
成
二
十
二
年
度
武
蔵
野
市

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）」

の
二
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
議
案
は
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
施
設
の

改
修
工
事
費
や
地
震
対
応
の
た
め
の
人
件
費

の
追
加
補
正
、
ま
た
、
工
事
部
材
等
が
搬
入

さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
工
事

完
了
や
物
品
納
入
が
年
度
内
に
見
込
め
な
く

な
っ
た
た
め
、
一
部
予
算
の
次
年
度
へ
の
繰

り
越
し
を
行
う
も
の
で
す
。
補
正
額
は
一
般

会
計
が
一
億
四
百
二
万
一
千
円
で
、
下
水
道

事
業
会
計
は
一
千
四
百
万
円
を
翌
年
度
に
繰

り
越
す
も
の
で
す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
市
議
会
本
会
議
場
、

第
四
中
学
校
プ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
メ
イ

ン
・
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
一
部
が
損
傷

し
、
改
修
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

両
議
案
は
、
緊
急
の
震
災
対
応
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
本
会
議

で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
　
市
議
会
定
例
会

　

第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
六
人
の
各
会
派
代
表
質
問
、

お
よ
び
十
一
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
武

蔵
野
市
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
三
十
三
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
議
案
第

二
十
三
号
平
成
二
十
三
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
予
算
に
関
す
る
付
帯
決
議
な
ど
計
六
件
の
議
員

提
出
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
予
算
を
可
決 

　
地
域
の
力
を
育
み
、
自
治
の
未
来
を
拓
く
予
算 

　
一
般
会
計
は
五
百
六
十
八
億
円

撮影：榮井　薫（武蔵野市）
場所：武蔵野陸上競技場（2011. 1. 22）
それぞれ別のチームから選抜され集まった小学5年生の
選手達が市の代表として「信じあう心をボールにのせて」
ゴールをめざしました。
結果は武蔵野市が優勝!!　
子どもたちのがんばる姿に元気をもらいました。

１面写真募集要領〈次回の締め切り5月13日〉
●内　　容：		武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定できる場合は、

ご本人の了承を得てください）。応募者自身が撮影し
た、未発表のオリジナル作品（カラー）に限ります。

●規　　格：	①紙焼きの場合　・サイズ　六つ切り
	 ②デジタルデータの場合
	 ・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式
	 ・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上
	 ・	ファイルサイズ　2ＭＢ程度まで（2ＭＢ以上になる

とメールが受信できない場合があります）
●審　　査：	議会広報委員会が審査します。
●発　　表：		採用された作品は、6月15日発行の市議会だよりに掲

載します（賞品等はありませんのでご了承ください）。
●著 作 権：	 	作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、市

議会だより掲載後6か月間、他媒体での発表等をご遠慮
いただくことを、作品採用の条件といたします。

●期　　限： 5月13日（金）当日消印有効
●応募方法：		撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場

所・作品名・作品に関するコメント（100字程度）を明
記の上、下記あて先までご応募ください（作品は返却
いたしません。なお、今回採用されなかった場合、次
号以降の市議会だよりの1面写真に使用させていただく
場合があります）。

●あ て 先：	〒180-8777	 武蔵野市緑町2-2-28
	 	 武蔵野市議会事務局　市議会だより係
	 デジタルデータの場合はメールで
	 ofc-gikai@city.musashino.lg.jpまで
	 （CD-R等、各種メディアでの送付はご遠慮ください）
●問い合わせ：	℡0422-60-1883

「武蔵野、小金井、三鷹、西東京 
 ４市選抜 対抗戦」
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ただ

代 表 質 問

「施政方針」は武蔵野市役所
のホームページでご覧いた
だけます。
また、市役所の市政資料
コーナー、各市政センター、
各コミュニティセンターで
配布しています。

基本方針
１　市民自治・コミュニティの活性化
　▪市民自治の推進と発展
　▪地域の力の創出
２　市民文化のさらなる発展
　▪平和・文化の発信
３　安全で安心して住み続けられるまちの構築
　▪子育てしやすいまちづくり
　▪地域リハビリテーションの推進
　▪安全・安心なまちづくり
４　持続可能な都市基盤の構築
　▪「エコシティむさしの」の推進
　▪公共施設や都市基盤のリニューアル
　▪魅力あふれる都市づくり
　▪地域経済の活性化
５　安定的な市政運営
　▪効率的で質の高い市民サービス
　▪計画に基づく市政の運営
主要な施策
( 1 )市民の健康増進及び高齢者・障がい者を守る福祉の充実
　保健・医療・福祉施策の連携を図りながら、健康福祉総合計画4計画を一体的に改定す

第１回定例会２日目の２月24日、市長の施政方針に対して、６名の
各会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。

松
本
清
治
議
員
●
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ（
※
）

安
心
・
安
全
、
縁え

ん

を
つ
な
ぐ
具
体
策
を 

提
案
す
る

井
口
良
美
議
員
●
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の 

地
域
経
済
の
活
性
化
を
問
う

与
座
　
武
議
員
●
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
た
め
の 

具
体
的
な
施
策
を

橋
本
し
げ
き
議
員
●
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団

経
済
政
策
と
し
て
の
住
宅 

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

小
野
正
二
議
員
●
市
議
会
公
明
党

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る 

武
蔵
野
市
構
築
に
つ
い
て

山
本
あ
つ
し
議
員
●
市
民
の
党

孤
独
死
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
、

経
験
の
蓄
積
を

市 長 の 施 政 方 針

地域の力を育み、
自治の未来を拓く予算
【市長が2月22日の本会議で行った「施政方針」演説の要旨です】

邑上守正市長

	

高
家
賃
等
の
た
め
市
へ

の
定
住
が
難
し
い
子
育
て
世

代
に
対
し
、
定
住
化
と
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
加
を
促
す
た

め
、
家
賃
補
助
や
住
宅
ロ
ー

ン
助
成
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
仕

組
み
と
し
て
消
防
団
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
等
を
検
討

し
て
は
い
か
が
か
。

	

税
の
使
い
方
の
公
平
性

を
含
め
て
大
い
に
議
論
し
て

い
き
た
い
。

	

縁
、
つ
な
が
り
を
深
め

る
事
業
を
増
や
す
こ
と
が
大

事
だ
。
世
代
間
交
流
に
つ
な

が
る
住
み
替
え
事
業
等
の
政

策
を
提
案
す
る
が
見
解
を
。

	

新
た
な
世
代
間
交
流
に

つ
な
が
る
仕
組
み
と
し
て
、

二
世
帯
住
宅
の
余
っ
た
一
世

帯
分
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
貸

す
案
も
今
後
検
討
し
た
い
。

	

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
駐
輪

場
一
万
台
新
設
、
か
え
で
通

り
や
か
た
ら
い
の
道
へ
の
自

転
車
レ
ー
ン
確
保
、
安
全
講

習
等
を
評
価
す
る
。
今
後
、

閉
鎖
さ
れ
る
駐
輪
場
に
代
わ

る
武
蔵
境
駅
Ｊ
Ｒ
高
架
下
へ

の
新
設
は
ど
う
な
る
の
か
。

	

約
四
千
台
分
の
駐
輪
場

が
暫
定
的
に
確
保
さ
れ
た
が
、

恒
常
的
な
駐
輪
場
設
置
に
向

け
鉄
道
事
業
者
と
協
議
を
続

け
て
い
き
た
い
。

	

三
鷹
駅
北
口
の
玉
川
上

※�

松
本
議
員
は
三
月
二
十
八
日
付
で

会
派
を
離
脱
し
て
い
ま
す
。

水
の
見
え
る
化
を
図
る
べ
き

だ
が
見
解
を
。

	

い
い
提
案
を
頂
い
た
。

安
全
性
等
の
課
題
を
解
決
し
、

玉
川
上
水
と
一
体
的
な
駅
前

広
場
に
な
る
よ
う
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

	

南
北
七
十
歩
、
東
西
八

十
五
歩
に
九
十
三
軒
の
吉
祥

寺
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
は
残
し

て
い
け
る
の
か
。

	

新
陳
代
謝
の
活
発
な
横

丁
の
魅
力
を
継
承
し
つ
つ
安

全
性
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

	

市
民
の
理
解
と
支
持
を

得
て
事
業
を
進
め
る
た
め
に

三
鷹
駅
北
口
暫
定
広
場
や
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
改
修
関
連
の
利

用
料
値
上
げ
等
、
事
前
の
徹

底
し
た
情
報
提
供
が
必
要
で

あ
っ
た
と
考
え
る
が
見
解
を
。

	

情
報
提
供
の
段
階
的
な

不
備
が
あ
っ
た
が
、
今
後
、

丁
寧
な
説
明
と
情
報
提
供
を

心
が
け
市
民
参
加
型
の
市
政

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

	

人
件
費
率
三
％
減
は
、

物
件
費
、
補
助
費
の
ア
ッ
プ

が
伴
っ
て
い
る
。
財
援
団
体

化
を
あ
わ
せ
て
正
々
堂
々
説

明
す
べ
き
で
あ
る
。
財
援
団

体
に
移
っ
た
人
は
、
地
方
公

務
員
の
資
格
は
残
る
の
か
。

	

財
援
団
体
に
移
っ
て
も

地
方
公
務
員
の
資
格
は
あ
る

が
、
今
後
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
工
夫
を
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
お
い
し
い
水
、

サ
ー
ビ
ス
情
報
の
一
元
化
な

ど
の
提
案
、
国
が
見
習
う
べ

き
武
蔵
野
施
策
、
災
害
時
要

援
護
者
対
策
事
業
等
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

	

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

後
遺
症
が
続
き
、
景
気
回
復

が
遅
れ
て
い
る
が
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
市

長
の
見
解
は
。

	

地
域
経
済
活
性
化
懇
談

会
の
提
言
を
受
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
実
施
し
て
き
て

お
り
、
今
後
も
回
遊
性
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
や
心
を
動
か

す
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

	

関
税
撤
廃
を
原
則
と
す

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
国

内
の
農
業
の
実
状
を
理
解
し

て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
巡
る
諸
問
題

に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

	

全
体
論
と
し
て
は
わ
が

国
が
閉
鎖
的
な
経
済
社
会
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
日
本
の
農
業
を
ど
う
守

る
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

	

待
機
児
問
題
解
決
に

は
、
幼
保
一
体
化
を
早
期
に

確
立
し
、
あ
わ
せ
て
子
育
て

分
野
へ
の
財
源
の
重
点
的
な

配
分
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、

市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

	

境
幼
稚
園
で
培
わ
れ
て

き
た
幼
児
教
育
を
受
け
継
ぐ

形
で
、
保
育
機
能
を
加
え
た

新
た
な
子
育
て
支
援
施
設
の

開
設
を
目
指
す
と
と
も
に
、

子
ど
も
施
策
へ
の
財
源
配
分

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
し
な
が
ら
施
策
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

	

早
く
か
ら
上
下
水
道
の

整
備
に
着
手
し
た
本
市
で
は
、

経
年
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
イ

ン
フ
ラ
の
再
整
備
が
急
務
で

あ
る
が
、
多
額
の
財
政
支
出

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
中
、
財
政
資
源
の
重
点
配

分
を
ど
の
よ
う
に
計
画
的
に

進
め
て
い
く
の
か
。

	

現
時
点
で
財
源
を
す
べ

て
設
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
上
下
水
道
等
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
都
市
の
生
命

線
で
あ
り
、
長
期
的
な
計
画

を
定
め
て
都
市
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

	

新
た
な
枠
組
み
に
移
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
後
期
高

齢
者
の
医
療
制
度
に
つ
い
て

の
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

	

理
念
的
に
は
一
元
化
の

方
向
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え

て
お
り
、
都
道
府
県
を
単
位

と
し
た
国
民
健
康
保
険
の
中

に
後
期
高
齢
者
の
保
険
を
位

置
づ
け
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

	

武
蔵
野
市
観
光
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
昨
年
商
工
会

館
内
に
武
蔵
野
市
観
光
推
進

機
構
が
設
置
さ
れ
た
が
、
今

後
観
光
Ｐ
Ｒ
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

	

事
業
強
化
等
の
機
構
内

の
各
種
委
員
会
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
議
論
を
経
て
、
さ
ら
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
武
蔵
野
市
平

和
の
日
制
定
、
新
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
認
知
症

高
齢
者
に
対
す
る
成
年
後
見

人
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
に
は
、
例
え
ば
、
人
や
団

体
を
つ
な
い
で
い
く
有
償
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
組
織
す
る
、

エ
コ
マ
ネ
ー
事
業
を
支
援
す

る
、
個
人
情
報
の
共
有
と
活

用
が
で
き
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
制
定
す
る
な
ど
、
市
が
具

体
的
な
施
策
を
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

	

都
市
的
な
匿
名
性
を
好

む
方
も
多
く
、
正
直
な
と
こ

る。子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチン接種への助成を行い、接種促進を図る。
災害時に安否確認が市内全域でできるよう災害時要援護者対策を地域とともに取り組む。
( 2 )子育てしやすい環境及び教育環境の充実
　すべての市立小中学校に空調設備を設置し、学習環境の改善を行う。待機児童解消に向
けた緊急対策として、UR都市機構の協力のもとに住宅を活用したグループ保育を試行する。
学童クラブの土曜日開所を試行するとともに、あそべえと学童クラブの連携を促進する。
( 3 )持続可能な環境共生都市づくり
　第二中学校に太陽光発電設備を設置する。新武蔵野クリーンセンター（仮称）の施設基
本計画を策定するとともに、生活環境影響調査などに着手する。
( 4 )活力ある都市を目指して
　商店会が提案する事業に補助金を交付する商店会企画提案型補助金を創設する。
( 5 )安全・安心なまちづくり
　吉祥寺東部地区の防犯カメラを増設・更新するとともに、南口パークロードに新たに防
犯カメラを設置する。高齢者世帯が所有している物件を子育て世帯による使用へと誘導す
る、住み替え支援事業の検討を行う。
( 6 )市民文化の創造へ向けて
　平和施策懇談会の提言に基づき、「武蔵野市平和の日」の制定など、平和への意識を高
める事業を展開する。
( 7 )新たなまちづくりの時代へ
　住環境の保全や街並み形成など地域の状況などに合わせた高さ制限の導入を検討する。
三鷹駅北口駅前広場の東側区域について、安全性・利便性向上のための整備工事を行う。
( 8 )都市のリニューアルの推進
　吉祥寺ポンプ場跡地に汚濁雨水貯留施設を設置し、水環境の汚濁防止を図る。安全でお
いしい水を安定的に供給するため、上水道の耐震化など配水管網の整備を進める。武蔵境
駅周辺の鉄道高架下に、約4000台分の暫定自転車駐車場を確保する。
( 9 )市民との協働時代へ向けての取組み
　市民活動促進基本計画（仮称）を策定し、NPO活動に限定せず多様な市民活動のあり
方を検討する。市政の情報を使いやすく分かりやすく提供できるよう、市ホームページを
再構築する。平成24年夏の完成を目指し、八幡町コミセン建替え工事に着手する。
(10)健全な財政運営と市役所改革の推進
　市政運営の基本となる第五期基本構想・長期計画を、公募市民会議や無作為抽出型によ
るワークショップなど、多様で広範な市民参加のもとで策定する。

ろ
、
決
定
打
は
な
い
。

	

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
住
宅
対
策
が
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
今
後
、
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
の
確
保
が
重
要
に
な
る

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

	

課
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
て
し
か
る
べ
き
だ
。

	

財
政
援
助
出
資
団
体
の

公
益
法
人
化
が
進
ん
で
い
る
。

法
に
よ
り
、
団
体
の
独
立
性
、

経
営
努
力
が
求
め
ら
れ
る
中
、

今
後
と
も
市
と
し
て
適
切
な

監
督
指
導
が
で
き
る
の
か
。

	

自
ら
財
源
を
確
保
し
、

自
主
的
な
経
営
に
向
け
て
努

力
し
て
も
ら
い
た
い
。

	

市
の
正
規
職
員
は
削
減

し
て
い
る
が
、
嘱
託
職
員
や

法
人
職
員
が
増
え
る
な
ど
、

市
役
所
の
ス
リ
ム
化
に
逆
行

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

	

さ
ま
ざ
ま
な
職
員
の
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
配
置
と
連
携

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

	

六
カ
月
の
間
に
二
度
も

同
じ
職
場
で
起
こ
っ
た
個
人

情
報
紛
失
事
件
か
ら
、
市
役

所
の
危
機
管
理
体
制
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

	

庁
内
の
業
務
で
ど
の
よ

う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
抽

出
し
た
と
こ
ろ
、
四
千
件
以

上
が
あ
げ
ら
れ
、
現
在
、
対

処
策
を
ま
と
め
て
い
る
。

	

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
、

地
方
負
担
を
拒
否
し
て
予
算

計
上
せ
ず
、
そ
の
分
を
独
自

の
子
育
て
支
援
策
に
充
当
す

る
自
治
体
が
各
地
で
出
現
し

て
い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

	

し
っ
か
り
と
国
が
責
任

を
持
ち
こ
の
制
度
を
維
持
継

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

	

高
齢
者
の
増
加
に
伴
う

医
療
費
の
増
大
に
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
。
新
た
な

歳
入
の
確
保
、
経
常
経
費
の

抑
制
な
ど
、
市
の
独
自
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

	

大
き
く
は
国
の
問
題
で

あ
る
。
市
と
し
て
は
、
市
民

の
健
康
維
持
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
。

	

前
年
度
実
施
し
た
、
経

常
経
費
を
対
前
年
度
比
一
％

減
額
す
る
枠
配
分
方
式
の
評

価
と
、
二
十
三
年
度
も
継
続

し
た
理
由
を
伺
う
。

	

各
部
に
判
断
を
任
せ
て

い
る
が
、
削
減
方
式
を
完
全

に
確
立
で
き
て
い
な
い
の
で
、

ま
だ
試
行
の
段
階
で
あ
る
。

職
員
が
い
か
に
経
費
の
削
減

を
考
え
る
か
が
大
切
で
あ
り
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

	

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
や
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

に
継
続
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
目
標
値
や
実
施
期
間
に

つ
い
て
の
市
長
の
見
解
は
。

	

ま
だ
目
標
値
に
は
達
し

て
お
ら
ず
、
啓
発
、
Ｐ
Ｒ
を

進
め
、
健
康
に
対
す
る
関
心

を
市
民
に
高
め
て
も
ら
い
た

い
。
事
業
継
続
の
た
め
、
今

後
も
国
や
東
京
都
に
補
助
、

支
援
を
要
望
し
て
い
く
。

	

子
ど
も
た
ち
の
安
全
、

健
康
を
考
え
た
学
校
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、
直
結

給
水
な
ど
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

	

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
は
順
次
進
め
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。
直

結
給
水
は
費
用
が
か
か
る
こ

と
も
あ
っ
て
進
ん
で
い
な
い

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
の
後

に
は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

	

高
齢
者
世
帯
所
有
の
物

件
を
子
育
て
世
帯
に
使
用
し

て
も
ら
う
よ
う
誘
導
す
る
住

み
替
え
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

対
象
の
把
握
や
民
間
と
の
連

携
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

	

対
象
物
件
の
把
握
は
難

し
い
が
、
総
務
省
の
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
を
ベ
ー
ス
に

推
計
を
行
っ
て
い
る
。
市
単

独
で
は
困
難
な
事
業
で
あ
り
、

社
団
法
人
移
住
・
住
み
か
え

支
援
機
構
や
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
武
蔵
野
支
部
・
三
鷹

支
部
と
の
連
携
を
図
り
た
い
。

	

ム
ー
バ
ス
が
利
用
で
き

な
い
市
民
に
対
し
、
デ
マ
ン

ド
交
通
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
な

ど
、
利
便
性
の
高
い
き
め
細

か
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
導
入

で
き
な
い
か
。

	

レ
モ
ン
キ
ャ
ブ
等
も
あ

る
が
、
利
用
者
が
限
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
レ
モ
ン
キ
ャ

ブ
と
タ
ク
シ
ー
の
間
を
つ
な

ぐ
よ
う
な
新
た
な
交
通
手
段

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

	

市
内
三
駅
圏
の
駐
輪
場

対
策
に
つ
い
て
、
現
状
で
は

絶
対
数
が
不
足
し
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
が
借
地
で
あ
る
。

恒
久
的
な
駐
輪
場
の
確
保
が

重
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

	

各
駅
勢
圏
の
特
性
に
応

じ
た
解
決
を
目
指
し
て
い
る
。

武
蔵
境
は
、
高
架
下
の
暫
定

利
用
駐
輪
場
の
そ
の
後
の
活

用
に
つ
い
て
鉄
道
事
業
者
と

協
議
を
続
け
る
。
三
鷹
は
、

現
駐
輪
場
の
立
体
化
や
新
規

駐
輪
場
も
含
め
て
検
討
す
る
。

吉
祥
寺
は
、
鉄
道
事
業
者
や

商
店
街
の
協
力
を
得
な
が
ら

確
保
に
努
め
る
。

	

公
共
サ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
に
つ
い
て
は
評
価

す
る
が
、
市
民
の
意
見
を
入

れ
て
詳
細
に
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。
市
の
見
解
は
。

	

現
在
は
市
の
関
係
部
署

で
研
究
し
て
お
り
、
一
定
の

整
理
が
で
き
て
き
た
が
、
今

後
、
専
門
家
の
意
見
も
聞
き

つ
つ
具
体
的
な
方
針
策
定
を

し
て
い
き
た
い
。

	

全
国
の
自
治
体
で
行
わ

れ
て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
は
、
予
算
の
約
十

五
倍
の
経
済
効
果
が
出
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
住
宅

政
策
で
は
な
く
経
済
政
策
と

し
て
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

	

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
を
取
り
入
れ
て
い
る
自

治
体
の
状
況
を
調
べ
、
よ
く

議
論
し
て
い
き
た
い
。

	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

	

孤
独
死
、
孤
立
死
に

つ
い
て
の
テ
ー
ク
ノ
ー
ト
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
警

察
が
検
死
に
入
っ
た
場
合
な

ど
市
に
情
報
が
来
て
い
る
と

思
う
が
、
情
報
収
集
の
体
制

を
つ
く
っ
て
関
心
を
払
え
ば
、

経
験
の
蓄
積
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
今
度
の
健
康
福

祉
総
合
計
画
等
に
入
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

	

孤
独
死
に
関
し
て
は

ム
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設

の
増
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
介
護

現
場
で
働
く
人
の
賃
金
を
上

げ
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

	

次
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
中
で
し
っ
か
り
と
議
論

し
て
い
き
た
い
。

	

ム
ー
バ
ス
の
二
号
路
線

の
運
行
時
間
の
延
長
の
検
討

が
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

	

地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
の
委
員
会
の
中
で
大

い
に
議
論
い
た
だ
き
、
慎
重

に
対
応
し
た
い
。

	

利
用
登
録
制
駐
輪
場
か

ら
有
料
駐
輪
場
に
な
る
と
料

金
が
三
倍
以
上
に
上
が
っ
て

し
ま
う
が
、
利
用
登
録
制
度

の
存
続
と
有
料
駐
輪
場
の
値

下
げ
の
検
討
を
求
め
た
い
が

い
か
が
か
。

	
暫
定
的
な
利
用
登
録
制

の
駐
輪
場
を
廃
止
し
て
、
恒

久
的
な
有
料
駐
輪
場
に
変
更

し
て
い
く
方
針
の
も
と
行
う

も
の
だ
。
料
金
等
に
つ
い
て

は
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
丁

寧
に
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

	

核
兵
器
禁
止
条
約
の
締

結
に
向
け
て
交
渉
開
始
を
政

府
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き

た
い
が
見
解
を
。

	

核
兵
器
禁
止
条
約
の
交

渉
開
始
を
求
め
る
国
際
署
名

活
動
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
活

動
に
賛
同
し
た
の
で
署
名
を

行
っ
た
。
こ
の
活
動
を
通
じ

て
日
本
政
府
に
も
働
き
か
け

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

	

高
さ
制
限
の
導
入
に
つ

い
て
、
都
市
計
画
高
度
地
区

の
変
更
の
検
討
に
ど
こ
ま
で

踏
み
込
む
考
え
か
。

	

通
風
、
採
光
等
を
確
保

す
る
た
め
の
斜
線
制
限
の
部

分
で
高
さ
制
限
が
で
き
な
い

か
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、

景
観
的
な
側
面
に
配
慮
し
た

高
さ
制
限
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
商
業

地
域
で
の
高
さ
制
限
の
導
入

の
可
能
性
も
検
討
し
た
い
。

	

小
中
学
校
へ
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
を
大
い
に
評
価
す

る
が
、
設
置
に
あ
た
り
、
地

元
業
者
に
仕
事
を
発
注
す
る

よ
う
求
め
る
が
い
か
が
か
。

	

で
き
れ
ば
地
域
の
力
を

お
借
り
し
た
い
。
地
元
業
者

へ
の
発
注
が
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援

策
、
国
民
健
康
保
険
税
、
医

療
負
担
の
軽
減
等
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

市
に
も
情
報
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
ケ
ー
ス
は
限
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
振
り
返
り

等
を
行
い
、
課
題
を
蓄
積

し
、
経
験
の
蓄
積
を
今
後
に

生
か
す
流
れ
を
考
え
て
い
き

た
い
。
今
年
度
進
め
る
新
た

な
計
画
づ
く
り
の
中
で
も
大

い
に
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

	

地
域
の
孤
独
死
を
き
っ

か
け
に
新
し
い
見
守
り
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ

よ
う
と
す
る
地
域
の
自
主
的

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
き
が

あ
り
、
そ
の
活
動
が
、
市
の

生
活
支
援
や
介
護
保
険
事
業

と
組
み
合
わ
さ
っ
て
き
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
地
域
の
中

で
の
い
ろ
い
ろ
な
実
践
・
活

動
を
長
期
計
画
の
討
議
要
綱

に
も
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

	

若
者
、
高
齢
者
、
性
別

を
越
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
単
身

者
の
課
題
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
法
律
制
度
を
つ
く
り
、
税

を
投
入
し
て
解
決
す
る
課
題

で
は
な
い
と
考
え
る
。
社
会

で
支
え
る
仕
組
み
を
考
え
て

い
き
た
い
。

	

地
域
の
新
し
い
動
き
に

注
目
し
、
学
び
生
か
す
た
め

に
、
職
員
に
は
も
っ
と
地
域

に
出
て
顔
の
見
え
る
関
係
を

つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。
福

祉
で
言
え
ば
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
、
民
生
委
員
、

地
域
福
祉
の
会
等
と
市
役
所

職
員
が
一
緒
に
地
域
で
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
を
す
る
こ
と
が

地
域
包
括
の
課
題
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
は
。

	

常
に
現
場
に
行
っ
て
課

題
を
把
握
す
る
よ
う
職
員
に

言
っ
て
い
る
が
、
実
態
と
し

て
は
な
か
な
か
な
さ
れ
て
い

な
い
。
現
在
社
協
を
中
心
に

地
域
と
連
携
し
て
い
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
連
携
を
進

め
て
行
け
ば
、
市
の
職
員
が

直
接
現
場
の
状
況
の
課
題
を

把
握
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

か
を
含
め
て
、
具
体
的
な
対

応
を
検
討
し
て
み
た
い
。

	

吉
祥
寺
あ
る
い
は
武
蔵

野
市
の
若
者
が
今
ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
し
、
ど
う
や
っ

て
働
い
て
生
き
て
い
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
が
、
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

	

若
者
の
ま
ち
吉
祥
寺
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
吉
祥
寺
と

若
者
の
関
係
を
と
ら
え
て
特

性
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
も

今
後
の
吉
祥
寺
の
ま
ち
の
維

持
形
成
、
持
続
可
能
な
吉
祥

寺
に
必
要
で
あ
り
、
機
会
を

と
ら
え
て
検
討
し
た
い
。
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一般会計歳入予算の内訳及び歳出予算の目的別内訳
繰越金
7億円
（1.2%）

諸収入
4億589万円
（0.7%）

使用料及び手数料
15億3434万円
（2.7%）

分担金及び負担金
3億3828万円
（0.6%）
地方特例交付金
2億1632万円 
（0.4%）

消防費
21億4739万円 
（3.8%）

その他
13億6251万円 
（2.4%）

公債費
26億643万 
（4.6%）

民生費
223億2322万円 
（39.3%）

教育費
74億7707万円
（13.1%）

総務費
83億5534万円 
（14.7%）

土木費
66億405万円
（11.6%）

衛生費
59億5399万円 
（10.5%）

その他
7億9953万円
（1.3%）

市税
366億2166万円
（64.5%）

国庫支出金
69億9774万円
（12.3%）

歳 入 歳 出
568億3000万円 568億3000万円

地方消費税交付金
17億4700万円
（3.1%）

市債
12億7160万円
（2.3%）

繰入金
18億6972万円 
（3.3%）
都支出金
43億2792万円 
（7.6%）

市民1人当たり　419,113円
1世帯当たり　802,151円

　一般会計予算は、568 億 3千万円で、前年度比 1億 1千万円（0.2％）の減額となりました。歳入の根幹をなす市税収入は、個人市民税は、
個人所得の低迷により 3億 5,240 万円の減少を見込みましたが、平成 22年度から回復傾向にある法人市民税の 7億 110 万円の増が見込まれ
るため、市税全体では前年度比 2億 8,053 万円の増を見込んでいます。
　今年度予算は、「地域の力を育み、自治の未来を拓く予算」と位置づけられ、最終年度となる第四期長期計画・調整計画の事業を着実に実
行するため、限られた財源を計画的、効率的に配分することを基本に編成されています。また、効率的な行政経営を目指し健全な財政運営を
維持するため、事務事業及び補助金の見直しが継続的に実施されたほか、経常経費では前年度予算額の１％を減額した額を限度とする、枠配
分方式による予算編成が引き続き全庁で試行されるなど、内部努力による経費の節減が行われています。
　以下は予算特別委員会の審査概要です。なお、審査は、東日本大震災に伴い、市でも災害対策本部が設置されている状況にあったことか
ら、質疑・答弁において、より効率的な運営を心がけるとともに、節電のため開会時間を１時間早めて行いました。

主要な事業� （単位：千円）

審査した特別委員
平成23年度予算審査に当たっ
た特別委員の氏名は、次のと
おり。
◎井口　良美　○川名ゆうじ
　きくち太郎　　梶　　雅子
　内山さとこ　　落合　勝利
　小野　正二　　石井　一徳
　寺山光一郎　　与座　　武
　山本あつし　　深沢　達也

◎印�委員長　�○印�副委員長

井口良美 予算特別委員長

３月 28 日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。このほかに、会派に属さない砂川なおみ議員、
深田貴美子議員のすべての予算に賛成する討論もありました。なお、各会派の構成を８面に掲載しております。
予算特別委員会の詳しい内容を、会議録またはインターネット議会中継（アクセス手順は６面右上に掲載）でご覧いただけます。
会議録は５月下旬以降、各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所市政資料コーナーにおいて閲覧することができます。

❶ 平成 23 年度武蔵野市一般会計予算 ❷ 平成 23 年度武蔵野市下水道事業会計予算
❸ 平成 23 年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算 ❹ 平成 23 年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算
❺ 平成 23 年度武蔵野市介護保険事業会計予算 ❻ 平成 23 年度武蔵野市水道事業会計予算

　子育ての支援、今後の高
齢化社会をにらんだ健康福
祉総合計画の策定は基本的
には評価できる。外環の２
や三鷹駅北口など、行政と
地域住民の議論の場ができ、
協働のまちづくりが行われ
つつあること、新しく開館
する武蔵野プレイスの事業	
展開が地域に与える影響に
注目していきたい。今回の
震災の経験を年間の事業執
行に生かし、互いに支え合
う地域社会という考え方を
第五期基本構想・長期計画
の総括の視点に入れること
を要望し、予算に賛成する。

市民の党

互いに支え合う地域
社会の実現を

山本あつし議員

❶❷❸❹❺❻賛成

　市民の不安を取り除き、
暮らしを支える予算である	
かを基準に審査に臨んだ。
武蔵野市平和の日を制定し
平和事業に取り組むこと、
小・中学校普通教室にクー
ラー設置、学童クラブ土曜
開所、ヒブ･小児用肺炎球
菌ワクチンへの公費助成、二
中の太陽光発電設備の設置、
高さ規制のまちづくりを評価
する。しかし、認可保育園
の増設や、耐震改修助成金
を引き上げ、住宅リフォー
ム制度を創設し、命と安全
を守る耐震対策に予算を振
り向けることが必要だ。

日本共産党武蔵野市議団

震災による市民の不安を
取り除き、今こそ自治体
の役割を発揮するとき

梶　雅子議員

❶❷❸❹❺❻賛成

　新規事業よりは既存事業
の継続が目立つ予算であ
り、事務事業見直しなどに
よる経費削減、全体的なバ	
ランスが考慮されているが、
もう少し重点を置くべき施
策はなかったかと不足に感
じる面もある。今回の震災
により多くの課題が見つ
かったが、経済活動はもち
ろん、計画停電などによる
社会活動全般への影響を考
慮しながら、必要な措置を
迅速に行ってもらいたい。
補正も視野に入れながらの
柔軟な対応に期待して、予
算に賛成する。

市議会公明党

補正も視野に入れ 
柔軟な震災対応を

小野正二議員

❶❷❸❹❺❻賛成

　地域コミュニティの再生
には、行政が主導的に施策
を仕掛ける必要もある。地
域リハビリテーションの実
現には、生活支援サービス
付き高齢者住宅の確保が必
要である。防災対策の要は
災害弱者救済である。学校
裁量予算制度は、学校長の
経営責任と権限の明確化の
ために裁量幅を増やすべき
である。公益財団法人に、
市が将来にわたり適切な指
導監督ができるのか。三鷹
駅北口改修計画は、バスと
車優先で歩道の混雑、車両
どうしの事故が予想される。

市議会市民クラブ

三鷹駅北口広場改修
計画の議論を 
オープンに

与座　武議員

❶❷❸❹❺❻賛成

　平成 23 年度予算が限ら
れた財源を計画的・効率的
に配分して編成され、事務
事業および補助金の見直し
や１％減額枠配分方式の予
算編成等よる経費節減が行
われたことを評価する。ま
た、歳入の伸びも厳しく、
行政コストを常にチェック
する必要がある。平成 23
年度予算の特徴としては、
さまざまな事業が財団法人
に委託されたことがある
が、公共の肥大化にならな
いように市民・議会に対す
る情報提供をしっかりと進
めることを要望する。

自由民主クラブ

市民への情報提供を
進め、着実な行政施
策の執行を

きくち太郎議員

❶❷❸❹❺❻賛成

　市民と行政協働の成果で
ある家庭ごみ排出量の減
少、ホワイトイーグル、ブ
ルーキャップの体制のさら
なる充実、高さ制限の具体
化が明言された都市マス
タープランの改定を高く評
価する。一方、健康福祉総
合計画策定にあたっては市
民や関係機関との十分な議
論と協議を重ねること、学
童クラブの土曜開所の本格
実施化、あそべえなどの放
課後対策の拡充、平和施策
は日常の中で平和を考え、
市民文化へつながる施策体
系になることを要望する。

民主党・無所属クラブ

市民協働、自治の 
理念を反映した予算
だと評価する

深沢達也議員

❶❷❸❹❺❻賛成

総　

括

本
年
度
予
算
の 

位
置
づ
け
を
問
う

　
　

平
成
二
十
三
年
度
予
算
を
「
地

域
の
力
を
育
み
、
自
治
の
未
来
を
拓

く
予
算
」
と
位
置
づ
け
た
意
図
は
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
こ
と
で

地
域
の
力
を
高
め
課
題
解
決
に
向
か

い
た
い
、
市
民
参
加
を
さ
ら
に
進
め

た
い
と
の
思
い
を
表
現
し
た
も
の
だ
。

　
　

概
算
要
求
の
段
階
で
次
年
度
予

算
の
方
向
性
を
示
し
、
議
会
等
で
議

論
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

あ
ま
り
早
い
段
階
で
は
具
体
的

な
議
論
は
難
し
い
が
、
今
後
も
予
算

編
成
過
程
の
透
明
化
を
図
り
た
い
。

　
　

市
長
任
期
中
に
自
治
の
基
本
ル
ー

ル
を
定
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
開
始
す
べ
き
で
は
。

　
　

第
五
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画

策
定
の
議
論
と
と
も
に
、
横
断
的
な

庁
内
組
織
で
も
研
究
を
始
め
る
。

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
型
都
市
と
し

て
、
化
石
燃
料
や
原
子
力
か
ら
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
へ
と
方
向
転
換
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　

市
で
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
推
進
し
て
い
る
が
、
今
後
国
を
あ

げ
て
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

今
回
の
予
算
は
東
日
本
大
震
災

以
前
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、
今
後
大

幅
な
見
直
し
が
必
要
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
決
意

で
予
算
執
行
に
臨
む
の
か
。

　
　

状
況
に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
変

更
や
補
正
等
の
対
応
を
行
い
た
い
。

歳

入

震
災
に
よ
る
市
税

収
入
へ
の
影
響
は

　
　

本
市
は
市
税
収
入
の
約
半
分
を

個
人
市
民
税
が
占
め
る
と
い
う
特
殊

な
構
造
を
持
つ
が
、
今
回
の
震
災
に

よ
る
市
税
収
入
へ
の
影
響
は
。

　
　

震
災
の
ダ
メ
ー
ジ
は
市
税
収
入

に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
る
と
予
想

さ
れ
、
予
算
編
成
以
降
の
変
動
要
因

に
は
、
補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
。

　
　

今
後
東
北
を
中
心
に
被
災
地
へ

の
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
え
て
く
る
と

考
え
る
が
、
市
税
収
入
へ
の
影
響
は
。

　
　

今
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た

も
の
は
、
翌
年
度
の
住
民
税
で
控
除

さ
れ
る
た
め
、
今
年
度
の
市
税
収
入

に
は
影
響
は
な
い
。

総
務
費

公
共
施
設
再
配
置
は

柔
軟
に
行
う
べ
き

　
　

公
共
施
設
の
再
配
置
に
つ
い
て

は
三
層
構
造
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
形

式
的
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
性
な
ど

に
応
じ
て
柔
軟
に
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　

三
層
構
造
が
基
本
だ
が
、
全
市

的
な
役
割
と
地
域
の
特
性
を
兼
ね
備

え
た
施
設
も
可
能
と
考
え
て
お
り
、

必
ず
し
も
一
律
に
区
分
は
し
な
い
。

　
　

平
和
に
関
す
る
説
明
板
の
設
置

に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
の
実

績
と
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

　
　

二
十
二
年
度
は
中
島
飛
行
機
に

関
連
す
る
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
遊
歩
道

に
設
置
し
た
。
今
後
も
優
先
順
位
に

従
い
年
に
二
か
所
ほ
ど
設
置
し
た
い
。

　
　

私
立
幼
稚
園
の
園
児
数
が
減
少

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
助
成

金
が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

　
　

預
か
り
保
育
や
特
別
支
援
教
育
、

耐
震
設
備
の
設
置
な
ど
に
対
す
る
補

助
が
増
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　

市
場
化
テ
ス
ト
と
し
て
、
ス
イ

ン
グ
ホ
ー
ル
や
芸
能
劇
場
の
指
定
管

理
者
の
対
象
に
文
化
事
業
団
以
外
の

民
間
企
業
も
含
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

一
定
の
効
率
的
経
営
は
な
さ
れ

て
い
る
が
必
要
な
改
善
は
行
う
。
民

間
企
業
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
る
。

民
生
費

緊
急
待
機
児
対
策
の

開
始
時
期
は

　
　

Ｕ
Ｒ
の
賃
貸
物
件
を
利
用
し
た

緊
急
待
機
児
対
策
の
運
営
方
法
や
規

模
、
開
始
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

緑
町
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
、
サ
ン
ヴ
ァ

リ
エ
桜
堤
に
計
二
部
屋
で
調
整
し
て

い
る
。
運
営
団
体
を
募
集
し
て
お
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
団
体
が
手
を
あ
げ
て
い
る
。

一
部
屋
に
つ
き
、
定
員
は
六
～
十
名

で
、
五
月
開
始
予
定
で
あ
る
。

　
　

学
童
ク
ラ
ブ
の
土
曜
開
所
が
試

行
さ
れ
る
が
、
今
後
の
予
定
は
。

　
　

十
か
所
と
協
議
し
、
四
月
中
に

五
か
所
で
開
始
さ
れ
る
。
二
十
三
年

度
中
に
す
べ
て
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
土

曜
開
所
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
訪
問
相
談
事
業
の
対
象

者
と
目
的
・
方
法
を
伺
う
。

　
　

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や

独
居
高
齢
者
調
査
の
未
回
答
者
が
対

象
で
あ
り
、
在
宅
支
援
の
必
要
性
を

確
認
す
る
た
め
に
自
宅
訪
問
を
行
う
。

　
　

特
に
高
校
生
の
、
障
害
を
持
つ

子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場
所
作
り
の

進
捗
状
況
は
。

　
　

市
内
の
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
と
高
校
生
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

衛
生
費

太
陽
光
発
電
設
備 

設
置
計
画
を
問
う

　
　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
平

成
二
十
三
年
度
も
推
進
す
る
予
定
と

の
こ
と
だ
が
、
詳
細
は
。
ま
た
計
画

の
前
倒
し
は
で
き
な
い
か
。

　
　

第
二
中
学
校
に
設
置
し
た
後
、

公
共
施
設
に
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

市
民
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、

普
及
促
進
方
法
を
研
究
し
た
い
。

　
　

ご
み
削
減
の
目
標
値
一
人
一
日
六

百
グ
ラ
ム
は
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

処
理
能
力
か
ら
逆
算
し
た
の
か
。

　
　

多
摩
で
一
番
少
な
い
西
東
京
市

を
目
標
と
し
た
数
値
で
あ
る
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
を
九
割
助
成
し
て
い
る
が
、
二

十
三
区
で
は
無
料
の
例
が
多
い
。
本

市
も
無
料
と
す
べ
き
で
は
。

　
　

任
意
接
種
で
あ
る
た
め
、
一
定

の
負
担
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

都
で
行
っ
て
い
る
放
射
線
測
定

に
つ
い
て
、
市
で
も
測
定
が
可
能
か
。

　
　

基
本
的
に
一
自
治
体
で
対
応
で

き
る
こ
と
で
は
な
い
。
都
の
情
報
を

正
確
に
捉
え
必
要
な
対
応
を
し
た
い
。

商
工
費

震
災
の
影
響
を
受
け

た
事
業
者
の
支
援
を

　
　

震
災
に
よ
る
計
画
停
電
や
イ
ベ

ン
ト
中
止
等
の
影
響
を
受
け
た
市
内

事
業
者
に
対
す
る
支
援
の
考
え
は
。

　
　

東
京
都
の
経
営
相
談
窓
口
の
ほ

か
、
一
千
万
円
を
上
限
と
す
る
市
の

融
資
制
度
の
利
用
を
促
し
た
い
。

　
　

商
工
振
興
事
業
に
お
け
る
企
画

提
案
型
補
助
金
は
、
商
店
会
単
位
で

し
か
利
用
で
き
な
い
の
か
。

　
　

商
店
会
の
組
織
力
強
化
が
目
的

な
の
で
、
商
店
会
単
位
で
実
施
し
た
い
。

　
　

桜
ま
つ
り
が
中
止
に
な
っ
た
経

緯
と
協
賛
金
の
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

震
災
に
よ
り
警
察
や
商
店
会
が

参
加
で
き
な
い
等
の
理
由
か
ら
実
行

委
員
会
で
判
断
し
た
。
協
賛
金
は
全

額
返
金
す
る
。

土
木
費

三
鷹
駅
北
口
再
整
備

計
画
の
再
考
を

　
　

三
鷹
駅
北
口
再
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
行
案
に
固
執
せ
ず
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
や
整
備
の
目
的
を
踏
ま
え

た
議
会
と
市
民
の
議
論
の
プ
ロ
セ
ス

を
き
ち
ん
と
経
る
べ
き
で
は
。

　
　

五
月
の
事
業
着
手
に
固
執
す
る

も
の
で
は
な
く
、
議
会
を
は
じ
め
市

民
の
理
解
を
得
る
べ
く
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
丁
寧
な
説
明
を
し
た
い
。

　
　

利
用
登
録
駐
輪
場
を
廃
止
し
て

利
用
料
が
割
高
な
有
料
駐
輪
場
と
し

て
い
る
が
、
値
下
げ
は
で
き
な
い
か
。

　
　

駐
輪
場
を
維
持
す
る
た
め
運
営

費
部
分
を
受
益
者
負
担
と
す
る
も
の

で
、
現
在
の
水
準
を
維
持
し
た
い
。

　
　

雨
水
浸
透
ま
す
事
業
は
、
ど
こ

を
到
達
点
に
続
け
て
い
く
の
か
。

　
　

今
後
助
成
事
業
の
利
用
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
助
成

事
業
の
補
助
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　
　

ど
こ
ま
で
助
成
す
れ
ば
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
か
は
難
し
く
、
現

在
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
。

消
防
費

地
域
防
災
マ
ッ
プ
の

発
行
状
況
は

　
　

地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
発
行
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

載
せ
る
情
報
は
随
時
更
新
し
、

三
年
に
一
度
、
全
戸
配
布
を
行
う
と

と
も
に
転
入
者
に
も
渡
し
て
い
る
。

　
　

高
層
住
宅
の
震
災
時
の
問
題
点

や
対
策
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
や
水
の

供
給
等
の
問
題
が
あ
り
、
第
五
期
基

本
構
想
・
長
期
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

停
電
の
際
の
各
医
療
機
関
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

人
工
呼
吸
器
等
の
設
備
が
あ
る

病
院
に
は
自
家
発
電
装
置
も
あ
り
、

市
は
燃
料
供
給
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う
。

■一般会計�
◇総務費�
・第五期基本構想・長期計画策定� 13,482�
・ホームページ運営� 13,601�
・平和啓発事業� 1,664�
・市民活動促進基本計画（仮称）策定� 5,368�
・文化施設・体育施設の予約システム更新� 61,178�
・市民雇用創出事業� 667,188�
・繁華街における安全・安心改善事業� 16,000�
・施設整備計画立案のための公共施設外壁調査� 2,423�
◇民生費�
・健康福祉総合計画・地域福祉活動計画の策定� 9,762�
・被保護世帯援護事業� 3,829,987�
・高齢者訪問相談事業� 3,500�
・障害者自立支援給付事業� 1,857,498�
・子ども家庭支援センター事業� 33,470�
・子ども手当支給事業� 2,533,484�
・学童クラブ事業� 188,744�
・賃貸物件を活用した緊急待機児童対策事業� 29,700�
・境こども園（仮称）実施設計他補助事業� 123,534�
・子ども協会立北町保育園実施設計他補助事業� 66,521�
・子ども協会立保育園（千川、北町）運営事業� 504,047�
◇衛生費�
・省エネ法等による中長期計画等策定支援業務� 5,000�
・太陽光発電設備の設置� 40,147�
・塵芥処理事業（収集委託料）� 1,095,387�
・新武蔵野クリーンセンター（仮称）建設事業� 148,378�
・クリーンセンター周辺道路整備� 43,000�
・子宮頸がん等ワクチン接種事業� 141,562�
◇農業費�
・市民農園維持管理事業� 9,125�

◇商工費�
・商店街活性化・商店会組織力強化のための企画提案型補助金
� � 6,000�
◇土木費�
・雨水浸透施設助成事業� 20,000�
・都市計画高度地区変更等高さ制限の具体化� 2,620�
・三鷹駅北口周辺地区の再整備方針の検討� 500�
・公共サインガイドライン策定� 2,500�
・武蔵境駅周辺鉄道高架下駐輪場整備� 4,000�
・吉祥寺駅周辺自転車放置防止の強化� 47,218�
・ムーバス・交通ＩＣカードの導入� 38,530�
・八丁地下道警報表示システム設置� 12,000�
・武鉄中付第１、第２、第３号線整備事業� 197,000�
・住み替え支援事業� 1,422�
・市営住宅・福祉型住宅の適切な管理の検討� 1,933�
・公園等建設事業� 1,547,026�
◇消防費�
・赤十字公園設備等撤去工事� 17,434�
◇教育費�
・小・中学校空気調和設備設置工事� 960,000�
・学校図書館システム更改� 6,267�
・教育用コンピュータ（パソコン教室）更改� 55,945�
・一般財団法人武蔵野給食・食育振興財団に対する調理業務委託
� � 689,677�
・総合体育館メインアリーナ等改修事業� 202,360�
・ひと・まち・情報�創造館�武蔵野プレイスの管理運営
� � 510,177�
◇各費目にわたるもの�
・公共施設改良保全整備� 74,518�
・公共施設劣化保全整備� 660,282�
■下水道事業会計�
・合流式下水道改善事業� 480,868�
・雨水貯留浸透施設設置事業� 55,800�
・長寿命化計画策定� 10,000�

教 

育 

費

学
校
空
調
設
備
工
事

へ
の
震
災
の
影
響
は

　
　

今
年
の
夏
に
学
校
で
空
調
設
備

が
工
事
さ
れ
る
が
、
先
の
震
災
の
影

響
は
あ
る
の
か
。

　
　

夏
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お

り
、
現
時
点
で
は
工
事
を
す
る
に
あ

た
っ
て
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
計
画
停
電
の
影
響
が

出
る
の
か
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　

震
災
に
よ
る
原
発
事
故
に
伴
い
、

給
食
の
食
材
か
ら
の
体
内
被
ば
く
を

心
配
す
る
が
、
そ
の
対
策
を
伺
う
。

　
　

発
注
の
段
階
で
生
産
地
を
確
認

し
て
お
り
、
影
響
を
受
け
て
い
る
地

域
の
も
の
は
使
用
し
て
い
な
い
。
今

後
も
十
分
情
報
収
集
し
、
安
全
な
も

の
を
し
ゅ
ん
別
し
た
い
。

　
　

学
校
裁
量
予
算
は
二
十
二
年
度

か
ら
本
格
実
施
と
な
っ
た
が
、
そ
の

効
果
は
現
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

目
に
見
え
る
効
果
を
計
る
の
は

難
し
い
が
、
生
徒
を
第
一
と
し
て
、

各
学
校
の
目
標
や
課
題
に
留
意
し
、

予
算
編
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

学
校
に
お
け
る
授
業
の
質
の
向

上
の
た
め
に
、
教
職
員
の
質
の
向
上

が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
の

後
、
次
代
を
担
う
教
員
の
育
成
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
授
業
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
な
ど
各
種
研
修
の
取
り

組
み
を
推
進
し
、
本
市
で
培
わ
れ
た

教
育
財
産
を
継
承
し
て
い
き
た
い
。

　
　

二
十
三
年
度
か
ら
の
学
習
指
導

要
領
の
改
定
の
内
容
を
伺
う
。

　
　

今
回
の
改
定
は
、
国
語
に
限
ら

ず
言
語
の
力
を
育
む
こ
と
や
、
理
数

の
力
、
外
国
語
活
動
、
伝
統
文
化
に

対
す
る
教
育
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と

を
趣
旨
と
し
て
い
る
。

各
特
別
会
計

水
道
一
元
化
の
市
民

合
意
を
ど
う
図
る

〈
水
道
事
業
会
計
予
算
〉

　
　

都
の
水
道
と
の
一
元
化
に
つ
い

て
、
震
災
の
影
響
で
市
民
の
意
識
も

変
わ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
市

民
と
の
合
意
形
成
を
図
る
の
か
。

　
　

今
後
、
第
五
期
基
本
構
想
・
長

期
計
画
策
定
を
通
し
て
、
市
民
の
理

解
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

震
災
の
影
響
で
市
の
水
道
か
ら

濁
り
水
が
出
た
が
、
原
因
を
分
析
し

た
の
か
。

　
　

揺
れ
に
よ
り
管
内
の
さ
び
が
落

ち
た
も
の
で
健
康
上
の
問
題
は
な
い
。

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
〉

　
　

介
護
保
険
給
付
費
が
伸
び
て
い

る
が
、
健
康
福
祉
総
合
計
画
策
定
の

中
で
ど
の
よ
う
に
議
論
を
行
う
の
か
。

　
　

サ
ー
ビ
ス
提
供
と
保
険
料
の
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
案
を

策
定
委
員
会
に
示
し
、
ど
の
あ
た
り

が
適
当
か
議
論
し
て
も
ら
い
た
い
。

議
案
第
二
十
三
号
平
成
二
十
三

年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
予

算
に
関
す
る
付
帯
決
議

　

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計

予
算
中
、
第
八
款	

土
木
費	

三

鷹
駅
北
口
駅
前
広
場
暫
定
整
備

に
係
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
車

対
人
の
交
通
交
錯
の
一
部
解
消

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
必
要
は

認
め
る
が
、
利
用
者
・
地
域
住

民
・
議
会
と
の
合
意
が
十
分
に

図
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
本
予

算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査

の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を

指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
事
業
着
手
に
当

た
っ
て
は
、
現
行
案
を
前
提
と

せ
ず
、
検
討
過
程
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
住
民
に
対
し
て
理

解
と
納
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
最

大
限
の
努
力
を
さ
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
議
会

へ
の
報
告
を
求
め
る
。

予算特別委員会の審査風景
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インターネット議会中継ホームページに
アクセスする手順

インターネット議会中継を
ご覧いただけます

　現在、平成18年9月定例会以降の、本会議・
決算特別委員会・予算特別委員会の模様を録画
でご覧いただけます。
　なお、録画は、生中継終了後3日程度（土・
日・休日を除く）で、ご覧いただけます。

インターネット議会中継ホームページ

武蔵野市ホームページから
→  市議会  →  インターネット中継

の順にクリックしてください。

平成22年10月19日、中央環状品川線工事現場視察

ひと・まち・情報 創造館　武蔵野プレイス

　第１回定例会では２月28日、３月１日、11名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質
問と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、５月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所
7階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第１回定例会分は５月24日
登録予定）、インターネット議会中継（アクセス手順は右に掲載しています）でご覧いただけます。

※�一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に
対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

各常任委員会・議会運営委員会　行政視察報告

「武蔵野市被災地第１次支援隊出発式」
　平成 23年３月 23 日、友好都市である岩手県遠野市への
被災地支援のため、第１次支援隊として市職員６名が派遣
されました（写真は島崎議長の出発式でのあいさつの様子
です）。

特別委員会最終報告
鉄道対策・農水省跡地利用特別委員会と外環道路特別委員会は平成23年3月定例会最終日までを設置期限として、それぞれ
三鷹・立川間連続立体交差事業および農水省跡地利用計画、外かく環状道路について審査を続けてきましたが、3月28日の
本会議でこれまでの活動の報告を行いました。

鉄道対策・農水省跡地利用特別
委員会報告（平成21年６月～平成23年３月）

設置経過
　高架複々線問題・高架下に付随する問題の解決、農
林水産省食糧倉庫跡地に建設する新公共施設の施設計
画及び広場の利用計画について調査・検討するため、
平成19年６月に設置され、平成 21年６月に設置期限
を23年３月まで延長した。

事業の状況と特別委員会の活動
　高架複々線問題・高架下に付随する問題については、
委員会として高架化事業の進捗状況の報告を随時受け、
情報把握に努めてきた。この間、三鷹駅から国分寺駅
間の高架切り替え工事は順調に進み、平成19年７月の
下り線に続き、平成 21年 12月に上り線でも高架切り
替えが行われた。その後、西側区間である西国分寺駅

から立川駅間の上り線の高架切り替えも行われ、東側
区間と合わせてＪＲ中央線、西武多摩川線のすべての
高架化が完成した。
　農林水産省食糧倉庫跡地に建設する新公共施設の施
設計画及び広場の利用計画についても、平成 21年の武
蔵野プレイスの工事開始以来、その進捗状況について
委員会に報告を受けるとともに、平成 21年８月と平成
22年８月の２度の工事現場視察を行い、状況把握に努
めてきた。また、武蔵野プレイスの運営方法の参考に
するため、平成 22年１月に東京都千代田区の千代田図
書館と葛飾区の葛飾区立中央図書館の視察も行った。
　議案審査については、「武蔵野市立武蔵野プレイス
条例」と「武蔵野市立ひと・まち・情報創造館武蔵野
プレイスの指定管理者の指定について」の２件の審査
と、指定管理者の指定に係る付帯決議の１件の可決を
行った。

今後について
　このような状況の中、南北一体のまちづくりの完成に
向け、また、武蔵野プレイスも平成 23年７月オープン
に向け着々と事業が進められている。今後は、武蔵境
駅北口駅前広場の整備、高架下の利活用などが課題と
なるが、引き続きその状況を見守っていく必要がある。

外環道路特別委員会報告
（平成21年６月～平成23年３月）

設置経過
　昭和 41年に発表された外郭環状道路建設計画に対し
て、本市では昭和 42年に外環道路反対特別委員会を設
置し、継続して反対運動を行った。その後、平成15年
３月に大深度地下方式での建設方針が公表され、同年
９月、本特別委員会が設置された。今議会においても
平成19年 6月、外環道路について調査・検討を行うこ
とを目的として、本特別委員会が設置され、さらに平成
21年６月には、設置期限が平成 23年３月定例会最終日
まで延長された。

事業の状況と特別委員会の活動
　外環本線は平成 21年 5月、事業化されたが、同年10
月、事業費の一部が執行停止となった。平成 22年４月
には整備手法を合併方式から会社方式へ見直すことが国
から発表された。こうした状況の中、沿線６区市長は適
切な情報提供などを国・都に要望した。
　本特別委員会では、外環道路について調査・検討を重
ね、現地視察、むさしの地区外環問題協議会、市民との
懇談会を実施した。平成 22年 12月、外環計画に関する
具体的な対策、情報の公開、外郭環状線の２の問題の解
決等を求める「都市計画道路外郭環状線及び外環ノ２に
関する意見書」を委員全員により提出し、同月20日の
本会議において全会一致で可決され、同月28日国・都
へ提出された。

今後について
　外環本線については、依然、環境問題、安全性につ
いての情報提供が不十分であり、外環の２の方向性も不
明確で、住民の不安が払拭されていない。市民の良好な
生活環境の維持、安全確保のため、改選後の議会におい
ても引き続き
計画・事業の
調査・検討を
市、住民と進
めていく必要
がある。

平成22年10月に、各常任委員会および議会運営委員会で下記のとおり行政視察を
実施しました。

総務委員会 文教委員会 厚生委員会 建設委員会 議会運営委員会

日程：	平成 22年 10月６日（水）
　　　～８日（金）
視察先および視察内容
１　新潟県長岡市
　　	若者就労支援施策（長岡市若
者サポートセンター）につい
て

２　新潟県上越市
　　	自治のまちづくり（自治基本
条例および地域自治区）につ
いて

３　長野県長野市
　　	中心市街地活性化事業（もん
ぜんぷら座）について

４　長野県塩尻市
　　	市民活動支援事業（市民交流
センターえんぱーく）につい
て

日程：	平成 22年 10月13日（水）
　　　～15日（金）
視察先および視察内容
１　北海道登別市
　　	幼保一元化施設「コロポック
ルの森」について

２　北海道北広島市
　　北広島市図書館について
３　北海道札幌市
　　札幌市児童会館事業について
４　北海道千歳市
　　	千歳市民活動交流センター
について

　　	千歳市子ども活動支援セン
ターについて

日程：	平成 22年 10月13日（水）
　　　～15日（金）
視察先および視察内容
１　山口県下関市
　　	下関ぶちうま食育プランにつ
いて

　　下関市環境美化条例について
２　福岡県北九州市　
　　	北九州市環境ミュージアムに
ついて

３　山口県山口市
　　	「夢のみずうみ村」山口デイ
サービスセンターについて

４　山口県宇部市
　　	宇部方式による環境施策の
取り組みについて

　　	フィフティフィフティ事業に
ついて

日程：	平成 22年 10月６日（水）
　　　～８日（金）
視察先および視察内容
１　福岡県八女市
　　	伝統的町並み景観整備事業
（規則・まちづくり協定）につ
いて

２　福岡県大野城市
　　	緑のまちづくり（市民協働に
よる公園再整備事業）につい
て

３　福岡県福岡市
　　	アイランドシティ中央公園
（「ぐりんぐりん」屋上緑化）
について

４　兵庫県西宮市
　　	開発事業等に係る紛争調整
に関する条例について

日程：	平成 22年 10月28日（木）
　　　～29日（金）
視察先および視察内容
１　北海道函館市　
　　	函館市の議会改革の取り組
みについて

　　	自治基本条例と議会との関わ
りについて

２　北海道福島町　
　　議会基本条例について

市民活動支援と 
市民自治の実現を

砂川なおみ議員
	 開設して３年半になる市民協働サロン

の活動をどのように検証・評価しているか。
	 市民目線での柔軟な取り組みができて

きたが、細かい課題はあると考える。
	 市民活動の拠点が武蔵野プレイスに移っ

た後も、市民協働サロンの協働の場は継
続されると考えるが、市長の見解を伺う。
	 交流コーナー、相談窓口は時間の制限

はあるが継続し、協働推進のための各種講
座、事業なども継続して実施していく。
	 ふるさと武蔵野づくりの新たな土台と

なる自治基本条例についての市長の見解は。
	 先行事例等を参考にしつつ、本市にふ

さわしい制度のあり方を議論していきたい。

三鷹駅北口改修で変更 
される交通形態、再考を

近藤和義議員
	 12 月６日の三鷹駅北口改修の説明会は

工事説明会だった。なぜ利用者や地元関係
者に事前に意見聴取をしなかったのか。
	 地元との調整の時間がとれず、情報提

供が遅れたのは課題だと認識している。
	 三鷹駅北口改修後に生まれる、車対車

の信号機のない平面交差は、危険な場面を
作り出す結果となると思うが、見解を。
	 警視庁等の見解のもと、専門的な議論

を経て、この案になったと認識している。
	 ムーバス吉祥寺・三鷹路線と他路線と

の停留所統合で、乗り間違えが起きないか。
	 目的地への乗り継ぎが容易となり、そ

の要望も多く、停留所を統合するものだ。

実効性のある都市 
マスタープランに

深沢達也議員
	 改定される都市マスタープランがより

実効性があるものにするために、市の指導
の強化を具体的に盛り込むべきでは。
	 次回の見直しのときに基本構想・長期

計画等との整合を図り、今日的な課題解決
を優先するものにしたいと考えている。
	 東京都にある用途地域の決定権は基礎

自治体に委譲すべきと考えるが見解を。
	 地域の特性に応じたまちづくりを行う

ため、市に権限が委譲されるべきと考える。
	 市内における公共と民間の高齢者・障

害者施設設置の進捗と展望について伺う。
	 長期計画、健康福祉総合計画等で検討

し、民間との協働で設置を進めていきたい。

障害の特性に応じた 
支援の改善について

斉藤シンイチ議員
	 障害者について、災害時における情報

提供や広報の周知徹底、防災訓練などの防
災への対応はどのようになっているのか。
	 支援者の標準マニュアルを策定して周

知を図るとともに、防災訓練については、
市内の障害関係５法人と福祉避難所に関す
る協定を結び、情報の共有化を図っている。
	 福祉に関する情報については、ルビの

振り方を研究するべきだが、市長の見解は。
	 ルビ等の情報の伝え方では、一般市民

向けの行政資料を含め、わかりやすい表現
のしかたについてさらに研究していきたい。
　このほか、聴覚・視覚障害者への対応に
ついての質問がありました。

柔軟な発想による 
テンミリオンハウス事業を

川名ゆうじ議員
	 テンミリオンハウスは本来身近な所に

多くすべき。小規模なスペースでも可能と
するなど柔軟な発想で考えてはどうか。
	 事業内容は介護サービスの補完が主だ

が、自発的な居場所との中間的機能である
と考えるので、市の関与も含め研究したい。
	 市の事務事業について、市民からの提

案を受け、可能な事業については協働型事
業と位置づける制度を作るべきでは。
	 環境まちづくりの分野で行っているが、

他の分野についても検討したい。
　このほか、待機児対策としてのグループ
保育の拡充、数値目標を定めた地下水保全
の条例についての質問がありました。

いきいきと安心して豊かな生活が 
できる高齢者施策等について

土屋美恵子議員
	 中高年者が早い時期から行政サービス

情報を入手できるよう、①高齢者サービス
の手引き「いきいき」で事業を紹介すべき
では②世代間交流事業を発展させる考えは。
	 ①事業の案内につながるよう表現を工

夫したい②ＰＲも含め取り組みを推進する。
	 保育園待機児童対策としてのグループ

保育室制度と、養育困難家庭に有意義な養
育支援訪問ヘルパー事業の内容を伺う。
	 保育室の定員は１施設６～10名、時間

は７時 30分～ 18時 30分である。今後も小
規模かつ短期で実現可能な事業を進めたい。
養育支援訪問へルパーは、家事や育児の援
助のため必要な研修を受けた者を派遣したい。

新公益法人を市民の 
財産として活用を

きくち太郎議員
	 新公益法人について、①行政サービスを

補足する事業に対し市の積極的な支援が必
要であると考えるが、市はどのような協力
ができるか②公益目的の事業へ多くの市民
が参加するよう市がＰＲする方法はあるか
③市の方から新公益法人に対し要望を出し
ていく考えはあるのか見解を。
	 ①市が支援するのではなく、法人側の

協力を得て市民サービスと連携できるもの
があれば大いに働きかけていく②方法は多
数あり、研究したい③活動には注目してい
くが、市は要望する立場ではないと考える。
　このほか、市道第 41号線の速度規制等に
ついての質問がありました。

吉祥寺駅周辺の整備等に
ついて

落合勝利議員
	 吉祥寺駅周辺の駐輪収容台数は。また、

目標台数に対し、どの程度の不足があるか。
	 ４月１日には１万 3,820 台となり、26

年度京王ビルの建て替えに伴い 580 台設置
されると、目標台数に達する見込みである。
	 本市では、災害時要援護者の支援体制

作りなどの取り組みが進められてきたが、
地域ごとで連携する体制も必要ではないか。
	 今後は安否確認の訓練を行っていない

地区でも連絡体制の確認をしていきたい。
	 武蔵野市地域公共交通総合連携計画に

位置づけられたデマンド交通の現状を伺う。
	 具体的な課題の中で、対象を限定した

交通システムの研究を始めたところである。

誰もがわかりやすい 
市政を

露木正司議員
	 誰もがわかりやすい市政を展開するた

めに、①命を迎える、命をはぐくむ、命を
守る、命を送るという４つの概念を市民に
示すことについて、市長の見解は②地域リ
ハビリテーションという用語をもっと平易
な表現に変えるべきでは③市の刊行物には
カタカナ語が多すぎると感じるが、見解は。
	 ①御指摘の理念に基づいた市政を展開

していきたい②ほかに適当な用語を見つけ
られないが、今後ともよい表現がないか研
究したい③情報の受け手や発信目的などを
総合的に判断し、適切な使用を心がけたい。
　このほか、地域社協、結婚相談事業、ネッ
ト依存症等についての質問がありました。

首長の決断と実行力を 
問う

深田貴美子議員
	 自治基本条例制定へのスケジュールは。
	 長期計画策定と同時に準備を進め、平

成 25 年度以降、制定に向かう。
	 善福寺川等への下水のたれ流しについ

て、杉並区への説明協議は。
	 杉並区担当者及び区民へ説明を行い、

合流改善計画の理解と協力を得た。
	 野川水再生センター（仮称）建設につ

いての本市以外の「４者協議」への参加は。
	 都に関係６市で協議する場の設置を要

望している。
　このほか、災害訓練としての時間別対応
や国事行事の際の災害初動対応についての
質問がありました。

「今後の公共施設配置のあり方に
ついて」の位置づけを問う

梶　雅子議員
	 長期計画の討議要綱では、公共施設の

配置のあり方につき、市民の意見よりも市
役所サイドで作った検討委員会の結論が尊
重されていることについて、市長の見解は。
	 討議要綱での議論のたたき台であり、

今後多くの市民から意見をいただきたい。
	 吉祥寺美術館音楽室の移転、または廃

止という検討委員会の結論について、利用
者は大変驚いているが、市長の見解は。
	 これで結論を出したというわけではな

く、美術館をどのように運営するか、音楽
室のあり方もあわせて検討していきたい。
　このほか、市の加配教員の活用について
の質問がありました。
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政
府
等
へ
の

意
見
書

陳
情 

審
議
結
果

全員協議会

地
域
デ
イ
グ
ル
ー
プ
事
業
等
へ
の
支
援
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

い
わ
ゆ
る
地
域
デ
イ
グ
ル
ー
プ
事
業
等

の
小
規
模
作
業
所
は
、
各
種
活
動
の
提
供

を
通
じ
て
、
障
害
児
（
者
）
の
社
会
参
加

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
の
支
援
費
制
度
、
同
十
八
年

の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
後
は
従
来

に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
所
が
参
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

基
盤
整
備
が
一
定
程
度
進
ん
で
き
ま
し

た
。

　

現
在
、
地
域
デ
イ
グ
ル
ー
プ
事
業
等
の

小
規
模
作
業
所
に
対
し
て
は
、
東
京
都
や

区
市
町
村
は
平
成
二
十
三
年
度
末
ま
で
に

法
人
格
を
取
得
し
た
上
で
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
法
内
の
事
業
へ
移
行
す
る
こ
と

を
求
め
て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
移
行
へ
の
期
限
が
残
り
一
年
余
り
と

な
る
中
、
都
内
全
体
の
平
均
移
行
率
が
四

十
四
％
程
度
（
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日

現
在
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
各
事
業
所

や
そ
の
利
用
者
等
か
ら
は
今
後
の
事
業
の

継
続
や
利
用
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

デ
イ
グ
ル
ー
プ
事
業
等
の
小
規
模
作
業
所

の
法
内
事
業
化
に
向
け
て
支
援
は
も
ち
ろ

ん
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
制
度
の
隙
間
を

埋
め
て
き
た
そ
の
役
割
を
評
価
す
べ
き
で

あ
り
、
移
行
が
困
難
な
事
業
所
へ
の
方
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
貴
職
に

対
し
、
平
成
二
十
四
年
度
以
降
の
地
域
デ

イ
グ
ル
ー
プ
事
業
等
の
小
規
模
作
業
所
の

存
続
に
向
け
て
支
援
の
継
続
を
早
急
に
検

討
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

	

（
東
京
都
議
会
議
長
・
東
京
都
知
事
あ
て
）

 

日
本
の
農
業
と
地
域
経
済
を
破
壊
す
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
参
加
は

慎
重
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

農
林
漁
業
者
や
市
民
が
強
い
反
対
を
表

明
す
る
中
、
日
本
農
業
に
壊
滅
的
な
打
撃

■
採
択

・ 

鉄
道
事
業
者
に
駐
輪
場
の
付
置
義
務
を
課
す
自
転
車
法
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・ 

吉
祥
寺
美
術
館
・
音
楽
室
の
存
続
を
基
本
と
し
た
市
民
の

た
め
の
音
楽
練
習
施
設
の
確
保
に
関
す
る
陳
情

■
意
見
付
き
採
択

・ 

吉
祥
寺
駅
北
口
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

　

 

（
意
見
）	

諸
般
の
状
況
勘
案
の
上
、
趣
旨
に
沿
う
よ
う
努
力

さ
れ
た
い
。

・ 

ド
ッ
グ
ラ
ン
開
設
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

　

 

（
意
見
）	

市
有
地
以
外
も
含
め
、
関
係
機
関
と
協
議
の

上
、
そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ
た
い
。

・ 

境
南
町
１
丁
目
、
都
市
計
画
道
路
調
布
保
谷
線
沿
線
地
域

の
建
ぺ
い
率
・
容
積
率
の
見
直
し
に
関
す
る
陳
情

　

 

（
意
見
）	

関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
そ
の
実
現
に
努
力
さ

れ
た
い
。

■
不
採
択

・ 

委
員
会
審
議
に
お
い
て
、
議
員
が
「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
導
入

し
た
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
検
索
」
及
び
「
委
員
外
議
員
と
の

審
議
中
の
メ
ー
ル
の
送
受
信
」
を
行
う
こ
と
に
対
し
、
早

急
に
中
止
を
求
め
る
陳
情
（
※
）

■
継
続

・
市
民
協
働
サ
ロ
ン
縮
小
に
反
対
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

 

ほ
か
十
一
件

市議会だよりの配色を
見直しました

議案等審議結果（議決）一覧
第1回定例会
【市長提出議案（33件）】
●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について������� 同意（全会一致）
　※�武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、市議会に吉田　宗一郎氏の選任の
同意を求めるもの。

●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について������� 同意（全会一致）
　※�高橋　功次氏の武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、市議会に再任の同
意を求めるもの。

●武蔵野市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例����� 可決（全会一致）
　※�市民の利便性の向上を図るとともに、行政運営の簡素化および効率化に資することを目的と
して、条例等に基づく申請等の手続等に関し、情報通信の技術を利用する方法により行うこ
とができるようにするため、制定するもの。

●武蔵野市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例� ��� 可決（全会一致）
　※�家族の介護をするための短期の介護休暇の制度を新設するため、所要の改正をするもの。
●公益的法人等への武蔵野市職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例���� 可決（全会一致）
　※�職員を派遣することができる公益的法人等の名称の変更に伴い、所要の改正をするもの。
●武蔵野市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例���� 可決（全会一致）
　※市議会議員の議員報酬を日割りにより支給するため、所要の改正をするもの。
●武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例� �� 可決（全会一致）
　※�武蔵野市特別職報酬等審議会の答申を踏まえ、特別職の職員の給料の改定をし、および市長
の退職手当に関する特例を定めるため、所要の改正をするもの。

●�武蔵野市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務時間及びその他の勤務条件に関する条例の一部
を改正する条例��������������������������� 可決（全会一致）
　※�武蔵野市特別職の職員の給料の改定を踏まえ、教育長の給料の改定等をするため、所要の改
正をするもの。

●武蔵野市特別会計条例の一部を改正する条例�������������� 可決（全会一致）
　※�健康保険法等の一部を改正する法律附則第 39 条の規定により、老人保健（医療）会計を廃
止することに伴い、所要の改正をするもの。

●武蔵野市職員能力開発基金条例�������������������� 可決（全会一致）
　※�職員の業務、地域社会における市民活動等に関する自発的な能力開発を支援し、もって市民
福祉の向上に資することを目的として、武蔵野市職員能力開発基金を設置するため、制定す
るもの。

●武蔵野市国際交流平和基金条例�������������������� 可決（全会一致）
　※�国際交流事業および平和事業を推進することにより、武蔵野市民が世界各国の人々との相互
理解および親善を深め、平和の実現に寄与することを目的として、武蔵野市国際交流平和基
金を設置するため、制定するもの。

●武蔵野市子ども文化・スポーツ・体験活動基金条例����������� 可決（全会一致）
　※�次代を担う子どもたちの文化、スポーツ、体験活動等を通じた健全育成および人格形成に資するこ
とを目的として、武蔵野市子ども文化・スポーツ・体験活動基金を設置するため、制定するもの。

●武蔵野市児童虐待の防止及び子育て家庭への支援に関する条例の一部を改正する条例
　���������������������������������� 可決（全会一致）
　※武蔵野市子育て SOS支援センターの名称の変更に伴い、所要の改正をするもの。
●武蔵野市高齢者福祉総合条例の一部を改正する条例����������� 可決（全会一致）
　※武蔵野市シルバー人材センターの公益社団法人化に伴い、所要の改正をするもの。
●武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例������������ 可決（全会一致）
　※�出産育児一時金の支給額の引き上げの暫定措置を恒久化するため、所要の改正をするもの。
●武蔵野市一般廃棄物処理施設生活環境影響調査結果の縦覧等に関する条例� ���可決（全会一致）
　※�クリーンセンターの建て替えに伴い、生活環境影響調査の結果を記載した書類の縦覧、生活環

境の保全上の見地からの意見の提出等の手続について定めるため、制定するもの。
●平成22年度武蔵野市一般会計補正予算（第４回）������������ 可決（全会一致）
●平成22年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第１回）��������� 可決（全会一致）
●平成22年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第３回）������ 可決（全会一致）
●平成22年度武蔵野市老人保険（医療）会計補正予算（第２回）������ 可決（全会一致）
●平成22年度武蔵野市後期高齢者医療会計補正予算（第１回）������� 可決（全会一致）
●平成22年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第２回）�������� 可決（全会一致）
●平成23年度武蔵野市一般会計予算� ����������������� 可決（全会一致）
●平成23年度武蔵野市下水道事業会計予算� �������������� 可決（全会一致）
●平成23年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算� ����������� 可決（全会一致）
●平成23年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算� ������������ 可決（全会一致）
●平成23年度武蔵野市介護保険事業会計予算� ������������� 可決（全会一致）
●平成23年度武蔵野市水道事業会計予算� ��������������� 可決（全会一致）
●武蔵野市職員定数条例の一部を改正する条例�������������� 可決（全会一致）
　※�第５次職員定数適正化計画の実施による職員定数の削減等に伴い、所要の改正をするもの。
●武蔵野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例������� 可決（全会一致）
　※在職期間の算定等に関する特例を設けるため、所要の改正をするもの。
●武蔵野市学童クラブ条例の一部を改正する条例������������� 可決（全会一致）
　※�境南こどもクラブを武蔵野市立境南小学校敷地内へ移転することに伴い、所要の改正をするもの。
●平成22年度武蔵野市一般会計補正予算（第５回）������������ 可決（全会一致）
●平成22年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第２回）��������� 可決（全会一致）

【議員提出議案（６件）】
●鉄道事業者に駐輪場の付置義務を課す自転車法の改正を求める意見書��� 可決（全会一致）
●武蔵野市議会会議規則の一部を改正する規則�������������� 可決（全会一致）
　※�議事の記録方法について、速記法のほか録音によることができることとするため、所要の改
正をするもの。

●地域デイグループ事業等への支援の継続を求める意見書��������� 可決（全会一致）
●�日本の農業と地域経済を破壊するTPP（環太平洋連携協定）参加は慎重にすることを求める
意見書������������������������������� 可決（全会一致）
●�一般会計から国保会計への繰り入れの解消を求める厚生労働省通知の撤回を求める意見書
　���������������������������������� 否決（賛成少数）
●議案第23号平成23年度武蔵野市一般会計予算に関する付帯決議� ��� 可決（賛成多数）

会派名簿
会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、議会活動の１つの基盤となります。 
この会派名簿は、平成 23 年４月 30 日任期満了のものです。
※氏名は議席番号順です。
　 議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページなどで確認していただくか、議会事務局にお問い合わせください。

自由民主クラブ
きくち　太　郎　　島　崎　義　司
近　藤　和　義　　井　口　良　美
石　井　一　徳

民主党・無所属クラブ
内　山　さとこ　　川　名　ゆうじ
露　木　正　司　　深　沢　達　也

市議会 市民クラブ
桑　津　昇太郎　　土　屋　美恵子
寺　山　光一郎　　与　座　　　武

市議会公明党
落　合　勝　利　　小　野　正　二
田　辺　あき子

日本共産党武蔵野市議団
橋　本　しげき　　梶　　　雅　子

市民の党
山　本　あつし　　斉 藤 シンイチ

会派に属さない議員
砂　川　なおみ 深　田　貴美子
松　本　清　治（※） 桜　井　和　実

（※） 松本議員は３月 28 日付で民主党・無所属
クラブを離脱しました。

市議会だよりでは、人の多様な色覚に配慮し、できるだけ多くの人に
等しく情報が伝えられるよう、今号から、紙面の配色を見直しました。

議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。
TEL　0422-60-1883　　FAX　0422-55-7555
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/cms/gikai/

議　会
事務局

を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

へ
の
参
加
問
題
が
重
大
な
局
面
を
迎
え
て

い
ま
す
。
全
国
町
村
会
は
十
二
月
一
日
の

全
国
町
村
長
大
会
で
、
政
府
が
協
議
入
り

を
決
め
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
反
対
す
る

特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
が
、
日
本
農
業
だ
け
で
な

く
地
場
産
業
や
地
域
経
済
に
と
っ
て
も
大

打
撃
と
な
り
、
政
府
・
民
主
党
が
掲
げ
る

「
食
料
自
給
率
向
上
」
の
公
約
に
も
逆
行

す
る
こ
と
は
、
農
林
水
産
省
の
試
算
に
お

い
て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
、
国
内
の
農
産

物
の
生
産
額
は
四
兆
五
千
億
円
減
少
し
、

食
料
自
給
率
は
四
十
％
か
ら
十
三
％
に
低

下
、
農
業
の
多
面
的
機
能
は
三
兆
七
千
億

円
喪
失
、
関
連
産
業
へ
の
影
響
は
国
内
総

生
産
で
も
八
兆
四
千
億
円
の
減
少
、
そ
し

て
三
百
五
十
万
人
の
就
業
機
会
の
減
少
と

な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み

て
も
明
白
で
す
。

　

ま
た
現
在
、
米
価
の
下
落
が
米
作
農
家

の
経
営
を
困
難
に
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
に
よ
る
米
の
輸
入
自
由
化
は
、
さ

ら
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
必
至

で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
原
則
は
自
由
貿
易
協
定
で
あ

り
、
日
本
も
全
て
の
物
品
に
つ
い
て
関
税

撤
廃
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
の
農
産
物
大
量
輸
入
で
日
本
の
農

業
は
壊
滅
し
、
国
内
生
産
は
崩
壊
し
ま

す
。
自
給
率
十
三
％
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
国
民
の
胃
袋
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
、
関
連
産
業
も
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
、
地
方
の
雇
用
も
失
わ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
政
府
に

対
し
、
日
本
の
農
業
と
地
場
産
業
・
地
域

経
済
に
大
打
撃
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加

は
慎
重
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
内
閣
総
理・外
務・農
林
水
産・経
済
産
業
大
臣
あ
て
）

 

鉄
道
事
業
者
に
駐
輪
場
の
付
置
義
務
を
課

す
自
転
車
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

 

（	

衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
・
総

務
・
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
四
日
、
本
会
議

で
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
の
行
政
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

⃝
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
つ
い
て

（
※
）は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

行
政
報
告

平成 23 年１月 31 日、下記の事項について全員協議会が
開催されました。
⃝武蔵野市第五期基本構想・長期計画討議要綱について


